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５．「みんなでつくろう安全マップ」情報の分析 

（１）情報の分類 

 子どもたちが「大人の目が届きにくいところ」「子どもたちにとって入りやすいところ」

のキーワードで調査した 141 件の情報を，「犯罪がおきやすい危険箇所」と「事故がおきや

すい危険箇所」「安心できる場所」の大分類し，それぞれの小分類を行った．分類結果につ

いてまとめたデータを表 1，図 2に示す． 

「犯罪がおきやすい危険箇所」については「地域安全マップ作製マニュアル（P16～17」」

を参考に領域性，監視性が低い箇所について分類した結果である．これらの情報では空き

家，建物の裏，夜間時の街路，落書き等の情報が多く挙げられた． 

 「事故がおきやすい危険箇所」については，自らが日常生活上において事故の発生を予

知した情報を分類した結果である．中でも交通事故，水害が最も多く挙げられた．発表会

開催時に地域住民から「大人が危ないと思っている箇所について，子どもたちも危ないと

思っていることに感心した」との意見もあった． 

 「安心できる場所」については危険場所だけではなく，安全・安心できる情報を分類し

た結果である．子ども 110 番の家や防犯連絡所等があげられた．中には「道路にガードレ

ールがあるから安心」や「道端が明るいから安心」等といった情報もあった． 

 

表１.情報の分類結果 
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図 2.情報の分類結果（グラフ） 

 

 

（２）情報の分析 

 図 2 情報の分析結果「大分類の割合（全体）」より，半数の児童が学校周辺または通学路

に対して「事故がおきやすい危険箇所」を感じている．これは小学校校区において交通量

の比較的多い県道が隣接しており，付近には別府川（2級河川：小学校付近の川幅で約 100m）

も流れている．これらの環境の下，事故の要因が多くなったのではないかと推測される．

そのため「事故が起きやすい危険箇所」のグラフより水害，交通が半数以上占めているこ

とが分かる．「犯罪がおきやすい危険箇所」に関しては，調査区域には武家屋敷跡が残る古

くからの町並から，細い路地や塀が高いとの要因で「犯罪がおきやすい危険箇所」のグラ

フより死角が半数以上を占めたと推測される．その他，「安心できる場所」については，姶

良町教育委委員会との連携によるボランティアの増加により「安全の家」が見やすく表示

されているため，発見されやすかったと推測される． 

 

（３）安全マップの GIS 化 

 「危険箇所情報の利活用」の点から，どこで・どのような情報（空間情報）が得られた

のかを分析するため，GIS（地理情報システム）を用いた．すなわち，「姶良町いんふぉマ

ップ」による WebGIS（図 3）の構築およびスタンドアローン GIS（図 4）による「安全マッ

プ」を構築した．これらの GIS は，子どもたちが作製した安全マップと調査ノートを参考
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に構築したものである．子どもたちの目線による危険箇所の分布，大分類の選別，危険箇

所の状況が具体的に地図上で把握できることが特徴である． 

今後はこれら構築された GIS を利用し，学校，行政，地域による「子どもを守る」活動

や事業のための意志決定ツールとして利用されることを期待したい． 

※プライバシーの観点から本情報は原則公開していない． 

  

     図 3.WebGIS（非公開）              図 4.スタンドアローン GIS 

 

６．本事業の成果と今後の展開 

（１）危険予知・回避トレーニング方法の確立 

危険予知トレーニング（KYT）とは，産業界における事故防止のために発達した安全対策

の手法である．トレーニングでは現場で起こる危険箇所や行動の直接原因を視覚的に見つ

け，その対策について個人やグループで考え実行する．産業界では事故を未然に防ぐ対策

として一番に実施される活動である．近年ではそれらのトレーニング方法を子どもたちの

安全指導に用いられるようになった．したがって本事業でも危険予知トレーニングを用い

た手法による調査を実施した． 

調査方法については「地域安全マップ作成マニュアル」を参考に「犯罪」「事故」の地域

状況に合わせたキーワードを用いて危険箇所を探し，同時に各班で指導者のもと危険予知

トレーニングを行うこととした．結果，子どもたちから様々な危険箇所に対する意見，考

え方，回避方法等を導き出すことに成功したと考えられる．また多くの子どもたちが改善

策（ここはこうした方が良い）を議論していたことが印象であった．さらに各班「安全マ

ップ」作製を通じ議論や記憶を思い出すことにより，記憶への定着，さらには経験と想像

力よる危険予知トレーニング効果があったと推測する． 

一連を通じた「みんなでつくろう安全マップ」による危険予知トレーニング方法は推測

ではあるが十分な効果があったといえよう． 

 

（２）危険箇所情報の収集方法の確立 

子どもたち自らが調査をすることにより「子どもの目線による危険箇所」情報が収集で
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きた．本来，大人が気付かない場所で事故は発生している．平成 17 年 4 月に鹿児島市内で

発生した防空壕跡での中学生死亡事故も一例である．そのため，子どもたちから普段の遊

び場や秘密基地等の場所を把握し，地域が見守っていくことが重要である．結果，作製さ

れたマップではそれらしき情報も数か所であるが掲載されていた．発表会でも危険箇所で

遊んでいるとの情報も得た．したがって「子どもの目線による危険箇所」については本事

業を通じた収集方法が効果的であった． 

「大人の目線による危険箇所」についても改善策を導き出す地域診断，あるいは子ども

の指導，地域への関心のため安全マップを作製する必要がある．そのため，今後は学校教

育だけではなく，親や地域が交った安全マップ作製が必要になるだろう． 
以上の点を踏まえ，今後は「大人」と「子ども」の目線による危険箇所情報を収集する

方法が必要になると考えられた． 
 

（３）安全マップに関するプライバシーの問題解決 

本事業では大きく分け２つのマップを作製した．ひとつは子どもらが作製した紙ベース

の「安全マップ」である．もう一つは地理情報システム（GIS）による「安全マップ」であ

る．前者の「安全マップ」作製前にプライバシーの問題について説明し，作製時に写真に

写る個人の顔や，商店，個人宅等が判断できる写真についてマジック等で消すよう指導し

た．これにより建物や個人が特定されることを防止した．作製された安全マップは抽象的

ではあるが，危険予知トレーニングに重点をおいているため，目的は達成したと考えられ

る． 

後者 GIS による「安全マップ」については多少課題を残した．理由として挙げられるこ

とが，現在運用している「姶良町いんふぉマップ」に安全情報に関する開・非公開に関す

る基準が曖昧なためである．そのため，本事業で収集された情報にプライバシーに関する

情報が多数掲載されており，これら全てを公開するにはプライバシーの侵害であることが

問題となった．そのため，姶良町教育委員会と協議した結果，公共に関する事項（道路や

河川等）に限って公開する方針に定めることした．しかし，公開すべき情報が実際どれな

のかという判断は自動的に判断できるものではなく，情報をより精査し公開・非公開と定

める仕組みづくりが必要でもあるとの考えも必要となった． 

 

（４）危険箇所情報の利活用 

本事業で得られた情報を，いかに事故防止に役立てるのかが重要課題である．子どもた

ちの危険回避・予知能力が向上したとはいえ，その危険箇所に対して学校，行政，地域が

情報を的確に把握することが必要である．そして，「GIS による安全マップ」を用いて，様々

なことを改善していくための意思決定支援ツールとして提供する仕組みづくりが必要とな

る． 

今後の危険箇所情報の取り扱い方法についての案を図 5 に示す．問題点としては得られ
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た情報を精査する機関（部署）が必要となるため，今後も姶良町教育委員会との協議を重

ね仕組みづくりについて検討を行う予定である． 

 

 

図 5.情報の取り扱い方法 

 

７．おわりに 

 本助成事業では，日頃から安全・安心に関わる地域の大人と子どもたちと一緒に，「危険

箇所への理解」等をテーマにした地域安全マップの作製およびそれらの情報の利活用方法

に向けた活動を進めてまいりました．さらには，子どもたちが安心して暮らせる地域を構

築するため，大人と子どもが一丸となり，見守り，そして自らを守る力も必要であること

から，危険予知や危険回避等に役立つ指導法等も含めた仕組みづくりに関する活動を継続

してきました．今回の成果が実を結ぶのは，通学時等に大きな事件や事故に巻き込まれな

いことであり，放課後，子どもたちが安心して，楽しく，元気いっぱい遊んでいる姿が公

園等で見受けられることです． 
NPO 法人かごしま GIS･GPS 技術研究所は，専門知識を生かしつつ，安全で，豊かで，快適

な地域社会づくりに寄与することを目指し日々活動を続けていきます． 

１年間の活動を通じ，姶良町教育委員会 新田 薫 氏には企画への理解から事業実施まで

尽力して頂きました．姶良町立帖佐小学校におきましても，校長を始め，教頭，６年生担

任の先生方には，「総合学習」の命の大切さを学ぶ授業の一環として，本事業を快く受け入

れ協力して頂きました．ほんとうに教育委員会と学校が全面協力して頂いたことが本事業



２００６年度ドコモ市民活動団体への助成事業活動報告書 
NPO 法人かごしま GIS・GPS 技術研究所（KINGGT） 

 

11   

の成功につながったと確信しております．また，鹿児島測量専門学校には職員や学生らに

よる資料等の提供や情報の分析，システムの構築協力を頂きました．さらに，法人会員お

よび賛助会員には本務を休んでの指導・安全面での補助，本活動にはボランティアとして

参加して頂きました．協力して頂いた皆さんに深く謝意を表します． 
最後に，元気いっぱい「安全マップ」の作製を通して，お互いに勉強して頂いた児童全

員に対して感謝の意を表します． 
 
平成 19 年 9 月 30 日  

NPO 法人 かごしま GIS・GPS 技術研究所  

理事長 平 瑞樹 
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